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〈題 字〉  荒谷 大丘さん

〜モジキ山〜
（通称：ワラビ山）

　

呉
地
地
区
に
あ
る
モ

ジ
キ
山
（
標
高
445
ｍ
）

は
呉
市
苗
代
町
と
の
境

に
位
置
し
、
ひ
っ
そ
り

と
そ
び
え
て
い
る
。

　

旧
呉
地
プ
ー
ル
か
ら

呉
地
ダ
ム
方
向
へ
少
し

上
が
る
と
、
右
手
に
舗

装
さ
れ
て
い
な
い
道
が

あ
る
。
こ
の
道
は
呉
市

郷
原
町
へ
続
く
町
道
１

号
線
で
あ
る
。

　

町
道
１
号
線
を
し
ば

ら
く
行
く
と
、
藤
ノ
木

山
と
モ
ジ
キ
山
と
の
分

岐
点
が
あ
り
、
そ
こ
か

ら
尾
根
沿
い
に
約
１
時

間
で
山
頂
に
到
達
し
た
。

　

山
頂
付
近
で
は
、
熊

野
町
・
呉
市
苗
代
町
と

郷
原
町
の
３
方
面
を
見

渡
す
こ
と
が
で
き
、
素

晴
ら
し
い
眺
め
が
眼
下

に
広
が
る
。

　

山
頂
か
ら
し
ば
ら
く

尾
根
沿
い
に
進
む
と
呉

地
ダ
ム
の
周
遊
道
に
繋

が
っ
て
お
り
、
そ
れ
を

目
指
し
下
山
し
た
。

　

下
山
途
中
に
見
る
、

呉
地
ダ
ム（
呉
地
大
池
）

は
神
秘
的
な
雰
囲
気
を

漂
わ
せ
て
い
た
。
誰
が

呼
ん
だ
か
天
空
の
湖
。

　

山
頂
ま
で
は
、
緩
や

か
な
傾
斜
の
登
山
道
で

比
較
的
に
登
り
易
い

が
、
所
々
、
草
木
が
生

い
茂
っ
て
い
る
た
め
、

冬
か
ら
春
先
に
入
山
し

た
方
が
良
い
と
思
わ
れ

る
。

　

ま
た
、
道
に
迷
い
や

す
い
印
象
を
受
け
た
た

め
、初
め
て
の
場
合
は
、

時
間
に
余
裕
を
持
つ

か
、
案
内
人
の
同
行
が

良
い
と
思
う
。

取
材
／
広
報
特
別
委
員
会

くまの議会だより　第105号 ⑯

　

立
春
。
小
さ
な
春
を
見
つ

け
る
日
暮
し
、「
雪
が
と
け

た
ら
春
に
な
る
」
童
心
を
持

ち
つ
づ
け
た
い
、
こ
の
頃
。

　

さ
て
、
町
制
100
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
立
憲
君
主
制
か

ら
民
主
制
の
今
日
。
100
年
先

を
見
据
え
た
い
も
の
で
す
。

熊
野
中
学
校
体
育
館
に
森
戸

辰
夫
氏
（
文
部
大
臣
・
広
島

大
学
学
長
歴
任
）
の
書
が
あ

り
ま
す
。「
自
主
自
立
」。

　

敗
戦
後
、
将
来
を
見
据
え

た
「
願
い
」
の
言
葉
で
す
。私

は
ど
う
か
？

　

読
み
た
い
広
報
誌
を
作
り

た
い
。
踏
ん
張
り
ま
す
。

荒
瀧　

穂
積

あ

と

が

き

「くまの議会だより」は
再生紙を使用しています。

「くまの議会だより」は再生紙に「ソイシール」の認定を受けた
環境にやさしい環境対応型インキを使用して印刷されています。

次の定例会は

議会だより題字

表紙写真

小田原正龍さん

輝け！熊野町スポーツ少年団
（熊野柔道スポーツ少年団）

開会を予定しています
３月6日（火曜日）

町
道
１
号
線

▲
▲山頂付近より（出来庭地区方面）

▲呉地ダム（呉地大池）


